
一　　般　　会　　計 698億923万3,000円 27億339万円 725億1,262万3,000円

特　　別　　会　　計

国　民　健　康　保　険 192億8,540万7,000円 6億7,747万6,000円 199億6,288万3,000円

下　水　道　事　業  28億1,540万1,000円  2,867万8,000円 28億4,407万9,000円

駐　車　場　事　業  1億2,704万1,000円  2,532万9,000円 1億5,237万円

介　　護　　保　　険  166億870万7,000円   2億2,564万8,000円 168億3,435万5,000円

後 期 高 齢 者 医 療 46億1,518万5,000円 3,358万5,000円 46億4,877万円

 1,132億6,097万4,000円 36億9,410万6,000円 1,169億5,508万円

会　計　名 当初予算額 補正額 補正後予算額

一　　般　　会　　計 781億1,462万1,000円 720億441万2,960円 703億4,674万2,367円 16億5,767万593円

特　　別　　会　　計

国  民  健  康  保  険 225億2,248万7,000円  225億3,544万8,309円 218億5,824万666円 6億7,720万7,643円

下   水   道   事   業  26億4,684万4,000円  26億3,695万4,388円 26億827万5,727円 2,867万8,661円

駐   車   場   事   業  1億4,692万2,000円  1億4,525万7,894円 1億1,992万8,165円 2,532万9,729円

介　   護　   保　   険  164億4,623万3,000円 161億6,056万6,933円 159億4,361万6,384円 2億1,695万549円

後 期 高 齢 者 医 療 44億2,426万2,000円 44億915万6,533円 43億8,623万3,003円 2,292万3,530円

 1,243億136万9,000円 1,178億9,179万7,017円 1,152億6,303万6,312円 26億2,876万705円

会　計　名 予算現額 歳入決算額 歳出決算額 歳入歳出差引残額

※一般会計当初予算額は、補正予算（第1号）46億3,277万円の減額を含む。

◆
一
般
会
計

【
説
明
】
歳
入
決
算
額
は
720
億

441
万
２
千
960
円
、
歳
出
決
算
額

は
703
億
４
千
674
万
２
千
367
円
で

あ
る
。

【
主
な
質
疑
項
目
】

・
市
税
の
徴
収
率
の
目
標
と
達

成
状
況
、
ふ
る
さ
と
納
税
の

影
響
に
つ
い
て

・
新
座
市
の
図
書
館
運
営
管
理

費
負
担
金
に
関
し
て
新
座
市

の
利
用
状
況
、
負
担
金
の
考

え
方
、
適
切
な
水
準
、
相
互

利
用
、
協
議
の
状
況
に
つ
い

て
・
職
員
の
時
間
外
勤
務
手
当
の

支
給
対
象
者
、
管
理
職
の
範

囲
、
管
理
監
督
者
の
考
え
方

に
つ
い
て

・
所
管
別
の
庁
用
車
の
使
用
状

況
に
関
し
て
台
数
の
増
減
、

使
用
回
数
の
少
な
い
理
由
、

庁
舎
暫
定
統
合
に
向
け
た
庁

用
車
の
削
減
に
つ
い
て

・
証
明
書
等
コ
ン
ビ
ニ
交
付
の

利
用
状
況
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
交
付
と
の
関
係
、

利
用
者
の
年
齢
層
、
周
知
の

工
夫
に
つ
い
て

・
市
税
と
保
険
料
の
滞
納
整
理

の
流
れ
の
相
違
点
、
財
産
調

査
の
実
施
状
況
、
分
割
納
付

の
考
え
方
に
つ
い
て

・
福
祉
会
館
に
お
け
る
健
康
体

操
の
実
施
状
況
、
参
加
者
数
、

評
価
、
課
題
に
つ
い
て

・
障
害
者
の
移
動
支
援
サ
ー
ビ

ス
助
成
費
の
増
加
理
由
、
利

用
の
状
況
、
担
い
手
の
確
保

に
つ
い
て

・
児
童
虐
待
相
談
件
数
か
ら
見

え
る
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン

タ
ー
と
教
育
委
員
会
の
連
携

と
そ
の
継
続
に
つ
い
て

・
一
時
預
か
り
保
育
と
延
長
保

育
の
不
用
額
が
生
じ
た
理
由

に
つ
い
て

・
女
性
の
働
き
方
サ
ポ
ー
ト
推

進
事
業
委
託
に
お
け
る
情
報

発
信
、
周
知
実
績
、
市
内
外

の
利
用
率
に
つ
い
て

・
私
道
整
備
工
事
に
関
し
て
受

益
者
負
担
の
検
討
状
況
、
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
待
機
者
の
待

ち
期
間
に
つ
い
て

・
自
転
車
駐
車
場
別
待
機
状
況

に
お
け
る
ひ
ば
り
ヶ
丘
駅
南

口
の
待
機
状
況
の
解
消
策
に

つ
い
て

◆
一
般
会
計（
第
２
号
）

【
説
明
】
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
に
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
27

億
339
万
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳

出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
725

億
１
千
262
万
３
千
円
と
す
る
も

の
で
あ
る
。

【
主
な
質
疑
項
目
】

・
東
京
都
の
市
町
村
総
合
交
付

金
の
政
策
連
携
枠
の
内
容
と

期
間
、
予
算
化
し
た
項
目
と

で
き
な
か
っ
た
項
目
の
理
由

に
つ
い
て

・
寄
附
金
に
お
け
る
ふ
る
さ
と

納
税
の
取
り
組
み
状
況
と
人

に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
条

例
に
よ
る
金
銭
納
付
の
理
由

と
緑
地
の
確
保
に
つ
い
て

・
指
定
管
理
者
利
益
還
元
分
の

そ
れ
ぞ
れ
前
年
度
比
増
減
し

一般会計歳入
総額

720億441万2,960円

一般会計歳出
総額

703億4,674万2,367円

市税 44.0％
317億841万1,236円
市民税など皆さんに
納めていただいた税金

国・都支出金 29.5％
212億2,756万8,917円
使い方が決められている国や
都からの補助金や負担金

各種交付金 7.0％
50億7,529万2,000円
使い方が決められて
いない国や都からの
交付金など

市債 6.1％
44億826万5,000円
借入金（市の借金）

地方交付税 4.2％
30億3,049万7,000円
使い方が決められていない
国からの交付金

繰入金 3.3％
23億6,034万8,222円
基金（市の貯金）などから
の繰り入れ

使用料及び手数料・分担金及び負担金 2.3％
16億4,360万6,169円
市の施設の使用料収入・負担金など

その他 3.5％
25億5,042万4,416円
前年度から当該年度に持ち
越された繰越金、財産売払
収入、寄附金など

民生費 52.2％
366億8,780万6,981円
福祉サービスの提供のために

公債費 8.5％
59億6,679万6,016円
借入金の返済のために

総務費 9.5％
66億8,650万3,971円
行政運営や
コミュニティの
推進などのために 教育費 10.3％

72億6,271万6,372円
教育やスポーツの充実
のために

土木費 6.7％
47億5万9,778円
道路や公園などを
整備するために

衛生費 6.7％
46億8,783万5,314円
ごみ収集や健康増進
のために

その他 6.2％
43億5,502万3,935円
議会運営や農商工業の発展、
防災対策などのために

た
理
由
と
文
化
芸
術
振
興
基

金
の
残
高
及
び
活
用
方
針
に

つ
い
て

・
北
町
五
丁
目
建
物
解
体
等
工

事
の
遺
贈
の
経
緯
、
庁
内
検

討
経
過
、
ル
ー
ル
の
構
築
、

活
用
方
法
、
積
算
内
訳
、
ア

ス
ベ
ス
ト
の
対
応
に
つ
い
て

・
振
興
基
金
積
立
金
の
い
こ
い

ー
な
の
商
標
使
用
料
の
状
況
、

使
用
の
許
可
に
つ
い
て
の
具

体
的
な
例
に
つ
い
て

・
子
ど
も
条
例
推
進
事
業
費
の

事
業
内
容
、
職
員
の
理
解
推

進
、
教
育
委
員
会
の
役
割
と

連
携
、
役
割
を
担
う
方
々
へ

の
周
知
方
法
に
つ
い
て

・
生
活
保
護
費
の
進
学
準
備
給

付
金
の
事
業
内
容
、
積
算
内

訳
、
対
象
学
校
、
進
学
率
の

推
移
に
つ
い
て

・
小
学
校
校
舎
等
バ
リ
ア
フ
リ

ー
化
改
修
工
事
実
施
設
計
の

対
象
校
、
理
由
、
工
事
内
容
、

工
事
の
時
期
と
児
童
へ
の
対

応
状
況
、
大
規
模
改
造
工
事

の
際
、
一
定
内
容
の
工
事
が

実
施
さ
れ
る
か
に
つ
い
て

・
小
学
校
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
安
全

対
策
改
修
工
事
の
対
象
校
、

工
事
内
容
、
実
施
時
期
、
残

っ
た
箇
所
の
危
険
度
の
周
知
、

ブ
ロ
ッ
ク
塀
以
外
の
危
険
性

の
認
識
に
つ
い
て

◆
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計（
第
１
号
）

◆
下
水
道
事
業
特
別
会
計（
第
１
号
）

◆
駐
車
場
事
業
特
別
会
計（
第
１
号
）

◆
介
護
保
険
特
別
会
計（
第
１
号
）

◆
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計（
第
１
号
）

【
結
果
】
賛
成
全
員
で
可
決

合　　　計

合　　　計

※構成比の表示単位未満は四捨五入をして
いるため、内訳の計が総計と一致しない
場合があります。

・
生
け
垣
助
成
の
申
請
数
及
び

実
績
、
施
策
の
多
様
化
の
検

討
に
つ
い
て

・
通
学
路
安
全
対
策
と
し
て
防

犯
カ
メ
ラ
を
設
置
し
た
評
価
、

効
果
に
つ
い
て

・
学
力
向
上
対
策
事
業
の
取
り

組
み
の
考
え
方
、
周
知
、
申

し
込
み
、
受
講
状
況
、
評
価
、

今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て

・
学
校
別
保
護
者
の
要
望
に
お

け
る
体
育
館
へ
の
エ
ア
コ
ン

設
置
の
考
え
方
、
課
題
に
つ

い
て

・
小
学
校
校
庭
の
芝
生
維
持
管

理
の
適
正
な
管
理
の
仕
組
み

に
つ
い
て

・
放
課
後
子
供
教
室
の
担
い
手

支
援
、
実
施
校
の
状
況
、
市

長
部
局
と
の
連
携
の
課
題
に

つ
い
て

◆
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

【
結
果
】
賛
成
多
数
で
認
定

◆
下
水
道
事
業
特
別
会
計

【
結
果
】
賛
成
少
数
で
不
認
定

◆
駐
車
場
事
業
特
別
会
計

◆
介
護
保
険
特
別
会
計

◆
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

【
結
果
】
賛
成
全
員
で
認
定

予算・決算特別委員会の審査から

予
算
・
決
算
特
別
委
員
会
の
審
査
か
ら

平
成
30
年
度
補
正
予
算
と
平
成
29
年
度
決
算
の
主
な

審
査
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◇
質
問
の
詳
細
は
会
議
録
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
「
会

議
録
の
公
開
予
定
」
は
７
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

平
成
29
年
度
決
算

平
成
30
年
度
補
正
予
算

平成30年度各会計補正予算の概要

平成29年度各会計決算の概要

平成30年11月15日　 発行 第80号 （8）

西東京市


